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10
月
４
日
（
木
）
に
、
関
東
森
林
管
理

局
と
独
立
行
政
法
人
森
林
総
合
研
究
所
林

木
育
種
セ
ン
タ
ー
が
全
国
初
と
な
る
「
林

木
ジ
ー
ン
バ
ン
ク
協
定
」
を
締
結
し
ま
し

た
。こ

の
協
定
は
、
国
有
林
野
に
お
い
て
森

林
生
態
系
に
係
る
生
物
遺
伝
資
源
を
広
範

に
保
全
・
管
理
し
て
い
る
関
東
森
林
管
理

局
と
、
林
木
遺
伝
資
源
に
関
す
る
知
識
と

研
究
実
績
を
有
し
、
ま
た
、
林
木
ジ
ー
ン

バ
ン
ク
事
業
の
実
施
機
関
で
あ
る
林
木
育

種
セ
ン
タ
ー
が
、
相
互
に
協
力
し
て
、
一

層
の
戦
略
的
な
林
木
遺
伝
資
源
の
収
集
・

保
存
の
強
化
及
び
収
集
・
保
存
し
た
生
物

遺
伝
資
源
の
関
係
機
関
へ
の
提
供
を
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

協
定
の
締
結
式
で
は
、
岡
田
局
長
か
ら
、

「
森
林
生
態
系
保
護
地
域
や
林
木
遺
伝
資

源
保
存
林
な
ど
の
保
護
林
に
お
け
る
、
最

新
の
研
究
成
果
に
基
づ
い
た
林
木
遺
伝
資

源
の
適
切
な
保
全
の
推
進
や
育
種
セ
ン
タ
ー

が
開
発
し
た
研
究
成
果
の
共
有
・
技
術
支

援
を
受
け
る
こ
と
は
、
当
局
の
職
員
の
技

術
向
上
に
も
つ
な
が
り
、
森
林
の
生
物
多

様
性
の
保
全
に
向
け
た
取
組
を
加
速
化
す

る
も
の
と
し
て
意
義
深
い
」
、
井
上
所
長

か
ら
「
当
所
に
お
い
て
は
、
エ
リ
ー
ト
ツ

リ
ー
の
開
発
や
次
世
代
新
品
種
の
開
発
を

進
め
て
お
り
、
国
有
林
へ
の
活
用
を
期
待

す
る
と
と
も
に
国
有
林
の
広
大
な
フ
ィ
ー

ル
ド
を
活
用
し
、
遺
伝
資
源
の
収
集
・
保

存
の
強
化
と
合
わ
せ
て
、
更
な
る
研
究
開

発
の
質
を
高
め
た
い
」
と
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

今
般
の
協
定
締
結
を
契
機
と
し
て
、
育

種
セ
ン
タ
ー
と
国
有
林
と
が
よ
り
一
層
緊

密
に
連
携
し
、
ジ
ー
ン
バ
ン
ク
事
業
の
推

進
は
も
と
よ
り
、
多
く
の
成
果
が
民
有
林

関
係
者
へ
も
波
及
す
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
国
有
林
野
の

中
か
ら
美
し
い
森
林
や
山
岳
、
渓
谷
、
湖

沼
な
ど
の
景
勝
地
、
野
外
ス
ポ
ー
ツ
に
適

し
た
森
林
空
間
等
を
「
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
の
森
」
と
し
て
自
然
休
養
林
、
自
然
観

察
教
育
林
、
森
林
ス
ポ
ー
ツ
林
、
野
外
ス

ポ
ー
ツ
地
域
、
風
景
林
、
風
致
探
勝
林
等

２
８
２
箇
所
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

レ
ク
リ
ェ
シ
ョ
ン
の
森
の
中
に
、
昭
和
62

年
度
か
ら
民
間
活
力
を
活
用
し
た
自
然
と

の
ふ
れ
あ
い
の
場
及
び
保
健
休
養
の
場
な

ど
、
年
間
を
通
じ
て
の
利
用
や
滞
在
が
可

能
な
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
施

設
を
整
備
し
た
総
合
空
間
総
合
利
用
整
備

事
業
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

首
都
圏
か
ら
比
較
的
近
く
に
あ
り
、
ウ

イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
満
喫
で
き
る
森
林

空
間
総
合
利
用
地
域
や
自
然
休
養
林
を
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。

裏
磐
梯
デ
コ
平

森
林
空
間
総
合
利
用
地
域

（
福
島
県
）

会
津
若
松
市
の
北
東
約
30
㌖
、
通
称

「
裏
磐
梯
」
に
位
置
し
、
山
形
県
境
の
西

大
嶺
（
１
９
８
２
㍍
）
の
南
山
腹
に
広
が

る
高
原
（
デ
コ
平
地
域
）
に
あ
り
、
冬
季

の
豊
富
で
良
質
な
降
雪
を
利
用
し
た
ス
キ
ー

場
や
、
デ
コ
平
湿
原
を
め
ぐ
る
遊
歩
道
、

ホ
テ
ル
等
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

ス
キ
ー
場
は
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で

楽
し
め
る
ス
キ
ー
コ
ー
ス
と
な
っ
て
お
り
、

春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
ゴ
ン
ド
ラ
や
遊
歩

道
を
利
用
し
て
の
花
畑
の
観
察
や
湿
原
の

散
策
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
周
辺
に
は
、
磐
梯
山
、
五
色
沼
、

檜
原
湖
等
の
著
名
な
観
光
地
も
あ
り
、
春

季
の
新
緑
、
夏
季
は
冷
涼
の
中
で
森
林
浴
、

秋
季
の
紅
葉
等
に
は
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
て
い
ま
す
。
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安
達
太
良
自
然
休
養
林

(

福
島
県
）

福
島
市
の
南
西
20
㌖
に
位
置
し
、
日

本
百
名
山
の
ひ
と
つ
、
高
村
光
太
郎
の
詩

集
「
智
恵
子
抄
」
で
広
く
知
ら
れ
る
安
達

太
良
山
。
そ
の
周
辺
の
国
有
林
約
１
５
０

０
㌶
を
自
然
休
養
林
に
指
定
し
、
ス
キ
ー

場
の
設
置
や
遊
歩
道
等
が
整
備
さ
れ
、
岳

地
区
に
は
、
東
北
地
方
で
も
歴
史
の
古
い

ス
キ
ー
場
が
あ
り
、
県
内
外
か
ら
多
く
の

人
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
山
頂
ま
で
の

ア
ク
セ
ス
は
、
安
達
太
良
ス
キ
ー
場
の
ゴ

ン
ド
ラ
を
利
用
す
れ
ば
初
心
者
で
も
比
較

的
登
り
や
す
い
山
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
カ
ラ
マ
ツ
、
ス
ギ
な
ど
の
林
か

ら
上
部
の
高
山
帯
ま
で
変
化
に
富
ん
だ
植

生
で
、
遠
藤
ケ
滝
な
ど
景
勝
地
に
も
恵
ま

れ
、
近
隣
の
県
民
の
森
に
は
森
林
館
・
森

林
学
習
館
・
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
宿
泊
施
設

の
揃
う
「
フ
ォ
レ
ス
ト
パ
ー
ク
あ
だ
た
ら
」

な
ど
が
あ
り
、
人
と
自
然
の
共
生
を
テ
ー

マ
に
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
体
験
で
き
ま

す
。

玉
原
森
林
空
間総

合
利
用
地
域

（
群
馬
県
）

沼
田
市
の
北
方
約
22
㌖
に
位
置
し
武
尊

山
の
西
方
向
に
張
り
出
し
た
稜
線
上
、
鹿

俣
山
、
尼
禿
山
等
に
囲
ま
れ
た
１
３
０
０

㍍
の
高
原
に
あ
り
、
ス
キ
ー
場
、
緑
地
公

園
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
、
ペ
ン
シ
ョ
ン

が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

ス
キ
ー
は
11
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬
ま

で
の
ロ
ン
グ
シ
ー
ズ
ン
の
利
用
可
能
で
あ

り
、
雪
質
も
良
く
初
中
級
向
け
の
コ
ー
ス

が
８
割
を
占
め
て
い
る
の
で
、
初
心
者
、

ち
び
っ
子
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
初
挑
戦
の
方

で
も
安
心
し
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

夏
季
は
高
原
の
気
候
を
生
か
し
ス
キ
ー

場
の
ゲ
レ
ン
デ
コ
ー
ス
を
利
用
し
た
、
ラ

ベ
ン
ダ
ー
パ
ー
ク
と
し
て
活
用
さ
れ
、
涼

し
い
風
が
訪
れ
る
人
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
付
近
に
は
玉
原
湿
原
が
あ
り
、

植
生
の
珍
し
さ
か
ら
尾
瀬
に
た
と
え
ら
れ

「
小
尾
瀬
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
設
置
さ

れ
て
い
る
木
道
か
ら
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
を
始

め
、
四
季
を
彩
る
草
花
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
森
林
は
主
に
ブ
ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ

が
生
育
す
る
天
然
広
葉
樹
林
で
、
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
を
は
い
て
の
春
先
の
ブ

ナ
の
芽
吹
き
、
秋
の
紅
葉
は
訪
れ
る
観
光

客
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

皆
様
も
自
然
豊
か
な
森
林
空
間
総
合
利

用
地
域
を
訪
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

狩
猟
者
の
皆
様
へ

国
有
林
内
に
は
、
可
猟
期
間
内
で
あ
っ

て
も
、
立
木
の
伐
採
や
造
林
作
業
、
林
道

や
治
山
工
事
な
ど
多
く
の
方
々
が
入
林
し

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
方
々
の
安
全
を
確
保
し
、

狩
猟
に
よ
る
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
、
狩
猟
を
禁
止
し
て
い
る
区
域
や
期
間

が
あ
り
ま
す
。

狩
猟
に
当
た
っ
て
は
、
森
林
管
理
署
等

に
規
制
の
内
容
を
確
認
し
遵
守
を
お
願
い

し
ま
す
。

狩
猟
の
目
的
で
、
国
有
林
や
官
行
造
林

地
内
へ
入
林
さ
れ
る
場
合
は
、
「
入
林
届
」

を
管
轄
す
る
森
林
管
理
署
等
へ
提
出
し
、

注
意
事
項
の
厳
守
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
国
有
林
内
に
「
わ
な
」
を
設
置
す

る
場
合
は
、
法
令
に
定
め
ら
れ
た
事
項
を

遵
守
し
、
事
故
防
止
に
努
め
ら
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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高
尾
森
林
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
年
、
60

余
の
団
体
や
学
校
か
ら
の
参
加
者
３
千
人

近
く
に
、
森
の
働
き
や
不
思
議
を
、
現
地

案
内
や
座
学
を
通
し
て
解
説
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
中
で
も
、
子
供
た
ち
の

素
朴
な
疑
問
に
つ
い
て
の
回
答
事
例
を
紹

介
し
ま
す
。

一

樹
木
は
す
く
す
く
と
大
き
く

な
る
不
思
議
は
な
ん
で
す
か
？

樹
木
の
樹
高
が
伸
び
た
り
、
幹
が
太

る
こ
と
の
不
思
議
で
す
。

ス
テ
ッ
プ
一
、
ま
ず
、
緑
の
葉
（
葉
緑

素
）
を
持
つ
草
木
（
植
物
）
が
、
光
合
成
、

即
ち
、
太
陽
の
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
空
気
中

の
二
酸
化
炭
素
と
根
か
ら
吸
い
上
げ
た
水

で
、
炭
水
化
物
（
デ
ン
プ
ン
や
糖
な
ど
）

と
酸
素
を
作
り
だ
す
こ
と
を
伝
え
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
二
、
樹
木
は
、
造
っ
た
炭
水

化
物
を
幹
や
枝
に
蓄
え
て
大
き
く
な
る
こ

と
。
大
き
く
な
る
部
分
は
、
樹
皮
の
す
ぐ

内
側
の
細
胞
分
裂
が
活
発
な
形
成
層
と
言

う
と
こ
ろ
で
成
長
す
る
こ
と
。
枝
や
幹
、

根
に
あ
る
全
て
の
形
成
層
が
つ
な
が
っ
て

太
る
こ
と
、
を
伝
え
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
三
、
形
成
層
の
成
長
が
春
夏

の
盛
ん
な
部
分
と
秋
冬
の
弱
い
部
分
が
繰

り
返
さ
れ
、
縞
模
様
の
年
輪
が
造
ら
れ
る

事
を
紹
介
し
ま
す
。
フ
ィ
ー
ル
ド
で
は
、

輪
切
り
材
や
切
り
株
を
観
察
し
、
形
成
層

の
位
置
や
年
輪
を
数
え
る
事
で
実
感
し
ま

す
。

二

森
の
木
々
が
豊
か
に
生
い
茂

る
不
思
議
は
？

樹
木
の
枝
葉
が
肥
料
と
な
っ
て
、
栄
養

豊
か
な
土
壌
を
自
ら
作
り
、
永
続
的
に
育

つ
こ
と
を
説
明
し
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
一
、
森
林
は
、
落
葉
樹
林
や

常
緑
広
葉
樹
林
、
針
葉
樹
林
の
別
な
く
、

毎
年
、
枝
葉
や
木
の
実
、
枯
れ
た
木
が
地

上
に
落
ち
る
こ
と
（
リ
タ
ー
）
を
説
明
し

ま
す
。
そ
の
量
は
㌶
当
た
り
年
間
で
落
葉

広
葉
樹
林
で
は
４
㌧
、
針
葉
樹
林
で
は
５

㌧
、
常
緑
広
葉
樹
林
で
は
７
㌧
、
熱
帯
林

で
は
10
㌧
も
有
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
低
学
年
で
は
、
面
積
や
重
さ
の

単
位
を
か
み
く
だ
い
て
説
明
し
ま
す
。
大

人
で
も
、
米
の
収
穫
量
と
遜
色
な
い
大
変

な
量
の
有
機
物
（
リ
タ
ー
）
が
供
給
さ
れ

る
こ
と
を
説
明
し
て
も
信
じ
ら
れ
な
い
顔

つ
き
で
す
。

ス
テ
ッ
プ
二
、
こ
れ
ほ
ど
の
リ
タ
ー
が

毎
年
降
り
注
い
で
も
、
林
内
に
積
も
ら
な

い
理
由
を
問
う
と
、
参
加
者
の
疑
問
が
ふ

く
れ
ま
す
。
そ
こ
で
生
産
者
、
消
費
者
、

分
解
者
の
役
割
を
理
解
し
て
も
ら
い
ま
す
。

森
林
内
の
土
壌
中
に
い
る
分
解
者
で
あ
る

ミ
ミ
ズ
な
ど
の
土
壌
小
動
物
や
キ
ノ
コ
な

ど
の
菌
類
の
重
要
性
を
説
明
す
る
と
、
驚

き
の
声
が
上
が
り
ま
す
。

年
間
の
リ
タ
ー
総
量
の
９
割
以
上
は
分

解
さ
れ
、
堆
積
し
な
い
こ
と
。
リ
タ
ー
の

中
に
含
ま
れ
て
い
た
ミ
ネ
ラ
ル
や
窒
素
・

リ
ン
酸
・
カ
リ
ウ
ム
の
栄
養
素
が
、
再
度

根
か
ら
吸
収
さ
れ
、
個
々
の
樹
木
が
育
ち
、

ひ
い
て
は
森
林
全
体
が
永
続
的
に
土
壌
を

肥
や
し
な
が
ら
繁
茂
す
る
循
環
を
説
明
す

る
と
、
皆
さ
ん
、
森
の
成
長
の
巧
妙
な
仕

掛
け
に
気
づ
い
て
、
感
動
し
て
く
れ
ま
す
。

三

な
ぜ
森
に
は
多
く
の
生
物
が

棲
ん
で
い
る
の
で
す
か
？

全
て
の
生
物
が
直
接
的
、
間
接
的
に
植

物
（
餌
）
に
依
存
し
て
い
る
食
物
連
鎖
の

話
し
で
す
。

ス
テ
ッ
プ
一
、
地
上
で
は
葉
緑
素
を
持

つ
草
や
樹
木
（
生
産
者
）
が
、
陸
上
生
物

（
消
費
者
）
の
食
料
（
餌
）
と
な
る
炭
水

化
物
（
草
や
葉
、
幹
、
根
）
を
作
り
出
す

こ
と
を
話
し
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
二
、
前
記
二
の
森
が
豊
か
に

生
い
茂
る
訳
で
述
べ
た
、
森
林
の
リ
タ
ー

が
た
く
さ
ん
供
給
さ
れ
る
こ
と
、
こ
れ
ら

を
食
べ
る
ミ
ミ
ズ
や
ヤ
ス
デ
な
ど
の
小
動

物
、
樹
上
の
葉
を
食
べ
る
毛
虫
や
青
虫
、

幹
に
は
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
の
幼
虫
、
こ
れ
ら

を
食
べ
る
小
鳥
や
草
食
動
物
（
一
次
消
費

者
）
が
棲
み
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
を
食
べ
る

猛
禽
類
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
が
二
次
消
費
者

と
し
て
棲
む
こ
と
か
ら
、
森
林
の
生
物
多

様
性
が
豊
か
な
こ
と
を
説
明
し
て
い
き
ま

す
。

平成２４年１１月５日 関 東 森 林 管 理 局 第 １０４号（４）



治
山
研
究
会
主
催
の
治
山
研
究
発
表
会

が
9
月
25
日
～
26
日
に
東
京
都
代
々
木
の

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ

ン
タ
ー
で
各
森
林
管
理
局
、
地
方
公
共
団

体
、
民
間
事
業
体
等
の
参
加
の
も
と
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

本
発
表
会
で
は
「
治
山
計
画
、
地
す
べ

り
等
の
取
組
」
「
斜
面
・
渓
流
対
策
等
の

取
組
」
「
木
材
利
用
、
森
林
造
成
・
整
備

の
取
組
」
「
緑
化
、
環
境
へ
の
配
慮
、
事

業
実
施
の
工
夫
等
の
取
組
」
の
4
つ
の
セ

ク
シ
ョ
ン
別
に
計
36
の
課
題
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

当
局
か
ら
は
「
木
材
利
用
、
森
林
造
成
・

整
備
の
取
組
」
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
、
山
梨

森
林
管
理
事
務
所
野
呂
川
第
一
治
山
事
業

所
山
本
主
任
と
岩
崎
治
山
企
画
主
幹
に
よ

る
「
残
存
型
枠
の
部
材
開
発
に
お
け
る
一

考
察
」
及
び
、
磐
城
森
林
管
理
署
原
町
治

山
事
業
所
岡
川
主
任
と
国
土
防
災
技
術

（
株
）
事
業
本
部
防
災
環
境
事
業
部
中
澤

洋
次
長
に
よ
る
「
東
日
本
大
震
災
に
お
け

る
海
岸
防
災
林
の
被
害
状
況
報
告
（
そ
の

2
）
」
の
2
課
題
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
山
本
主
任
の
間
伐
材
を
利

用
し
た
残
存
型
枠
に
関
す
る
発
表
に
つ
い

て
は
、
従
来
の
2
㍍
横
置
の
間
伐
材
の
取

付
を
1
㍍
縦
置
へ
の
変
更
と
新
型
軽
量
フ

レ
ー
ム
の
開
発
に
よ
り
施
工
性
を
大
幅
に

向
上
さ
せ
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
、
優

秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
岡
川
主
任
の
発
表
で
は
、
東
北

地
方
太
平
洋
沖
地
震
及
び
そ
れ
に
よ
る
津

波
で
被
災
し
た
磐
城
森
林
管
理
署
管
内
相

馬
市
松
川
浦
の
大
洲
国
有
林
で
実
施
し
た

残
存
ク
ロ
マ
ツ
の
引
き
倒
し
試
験
等
の
結

果
を
も
と
に
、
海
岸
防
災
林
の
復
旧
に
あ

た
っ
て
盛
土
に
よ
り
植
栽
木
の
根
茎
の
生

育
空
間
を
十
分
に
確
保
す
る
こ
と
で
一
定

レ
ベ
ル
の
津
波
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
減
衰
効
果

が
期
待
で
き
る
こ
と
な
ど
の
報
告
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

一
方
、
2
日
目
に
は
、
治
山
事
業
１
０

０
年
を
記
念
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催

さ
れ
、
当
局
の
川
野
森
林
整
備
部
長
が
パ

ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
、
「
関
東
森
林

管
理
局
に
お
け
る
治
山
事
業
の
取
組
と
課

題
」
と
題
し
て
、
戦
後
の
荒
廃
山
地
の
復

旧
の
歴
史
と
成
果
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
現
在
の
森
林
資
源
の
充
実
下
に

お
け
る
流
域
保
全
や
集
中
豪
雨
対
策
、
森

林
生
態
系
の
保
全
等
の
今
日
的
な
治
山
行

政
上
の
課
題
に
つ
い
て
話
題
提
供
を
行
い
、

今
後
の
治
山
事
業
の
在
り
方
に
つ
い
て
活

発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

10
月
６
日
・
７
日
の
両
日
、
第
32
回

「
木
と
暮
し
の
ふ
れ
あ
い
展
」
（
主
催
東

京
都
・
社
団
法
人
東
京
都
木
材
団
体
連
合

会
）
が
木
場
公
園
で
開
催
さ
れ
、
東
京
事

務
所
が
出
展
し
国
有
林
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま

し
た
。

こ
の
催
し
は
「
森
を
育
て
た
い
。
だ
か

ら
木
を
使
お
う
。
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、

東
京
都
民
に
木
と
ふ
れ
あ
え
る
機
会
を
提

供
し
、
暮
ら
し
の
中
で
の
木
材
利
用
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
東
京
都
の
各
木
材
団
体
等
が

一
堂
に
会
し
、
木
工
教
室
等
の
木
と
ふ
れ

あ
う
体
験
や
木
製
品
の
展
示
販
売
、
木
造

住
宅
相
談
、
特
産
物
の
販
売
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
日
目
は
台
風
一
過
の
晴
天
に
恵
ま
れ

ま
し
た
が
、
２
日
目
は
あ
い
に
く
朝
か
ら

雨
に
た
た
ら
れ
、
午
前
は
来
場
者
が
少
な

い
状
況
で
し
た
が
、
午
後
に
は
天
気
が
回

復
し
、
来
場
者
が
ど
っ
と
増
え
、
い
つ
も

の
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

東
京
事
務
所
で
は
、
木
工
品
や
木
酢
液

等
の
販
売
の
他
、
小
枝
の
も
っ
く
ん
、
木

の
実
の
リ
ー
ス
等
の
森
林
ク
ラ
フ
ト
体
験

を
行
う
と
と
も
に
、
小
笠
原
諸
島
の
ク
イ

ズ
を
出
題
し
世
界
自
然
遺
産
登
録
の
Ｐ
Ｒ

を
行
い
ま
し
た
。

（５）平成２４年１１月５日 関 東 森 林 管 理 局 第 １０４号

第
52
回
治
山
研
究
発
表
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

森
林
整
備
部

治
山
課発表する山梨所の山本野呂川第一治山事業所主任

発表する磐城署の岡川原町治山事業所主任

賑わう東京事務所テント

第
32
回

木
と
暮
し
の
ふ
れ
あ
い
展

（
東
京
事
務
所
）



箱
根
芦
ノ
湖
の
周
り
に
は
風
で
倒
れ
た

森
や
、
手
入
れ
の
遅
れ
た
杉
、
檜
の
人
工

林
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
箱
根
K
I
K
O

R
I
の
会
は
東
京
神
奈
川
森
林
管
理
署
の

協
力
を
得
て
、
こ
れ
ら
風
倒
跡
地
の
更
新

（
森
林
再
生
）
や
人
工
林
の
間
伐
作
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

１
９
９
７
年
、
（
特
）
地
球
緑
化
セ
ン

タ
ー
の
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
山
と
緑
の

協
力
隊
」
の
活
動
が
箱
根
芦
ノ
湖
風
景
林

の
風
倒
被
害
地
で
始
り
ま
し
た
。
こ
の
活

動
を
母
体
と
し
て
「
箱
根
K
I
K
O
R
I

の
会
」
は
生
ま
れ
ま
し
た
（
２
０
０
１
年

７
月
）
。

箱
根
で
は
大
き
な
台
風
な
ど
で
強
風
が

吹
く
た
び
に
あ
ち
こ
ち
で
風
倒
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
風
倒
跡
地
の
森
林
再
生

で
は
、
箱
根
の
地
に
適
し
た
（
箱
根
に
も

と
も
と
生
育
し
て
い
た
樹
種
に
よ
る
）
広

葉
樹
林
の
育
成
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

地
拵
え
に
始
ま
り
植
樹
を
し
て
そ
の
あ

と
数
年
は
下
草
刈
り
を
続
け
ま
す
。
こ
こ

ま
で
で
も
実
際
に
や
っ
て
み
る
と
、
森
林

再
生
の
た
め
に
は
ど
ん
な
や
り
方
が
よ
い

の
か
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
す
。

植
樹
～
育
林
を
行
っ
て
10
数
年
に
な
る

芦
ノ
湖
風
景
林
（
箱
根
峠
一
帯
の
風
倒
跡

地
）
、
２
０
０
６
年
以
来
森
林
再
生
活
動

を
続
け
て
き
た
姥
子
、
こ
の
ご
ろ
再
生
活

動
の
始
っ
た
湖
尻
風
倒
跡
地
、
同
じ
箱
根

で
も
そ
れ
ぞ
れ
少
し
ず
つ
違
っ
た
森
の
成

長
の
様
子
が
見
ら
れ
ま
す
。

芦
ノ
湖
風
景
林
の
風
倒
跡
地
は
、
箱
根

峠
下
の
道
の
駅
か
ら
山
伏
峠
、
三
国
山
に

至
る
登
山
道
が
稜
線
に
出
る
ま
で
の
途
中
、

道
沿
い
に
見
ら
れ
ま
す
。
繁
茂
し
た
篠
竹

と
と
も
に
人
を
寄
せ
付
け
な
い
手
強
い
藪

に
な
っ
て
い
ま
す
。

姥
子
風
倒
跡
地
は
、
鎌
を
持
っ
て
い
れ

ば
比
較
的
容
易
に
分
け
入
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
植
え
た
苗
木
の
ほ
か
に
も
い
ろ
い

ろ
な
草
木
が
育
ち
、
動
物
の
棲
み
処
も
見

ら
れ
、
賑
や
か
で
す
。
森
の
成
長
段
階
と

し
て
は
、
人
間
な
ら
ば
言
葉
を
話
し
始
め

る
頃
の
無
条
件
に
か
わ
い
い
時
期
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

日
本
は
、
一
度
森
林
が
失
わ
れ
た
と
こ

ろ
で
も
数
百
年
で
安
定
し
た
森
に
な
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
達
は
そ
の
最
初
の

段
階
を
風
倒
跡
地
で
見
て
い
る
わ
け
で
す
。

風
倒
跡
地
と
同
様
に
あ
る
い
は
そ
れ
以

上
に
手
入
れ
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
が

手
入
れ
の
遅
れ
た
人
工
林
で
す
。
間
伐
候

補
地
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
杉
、
檜
林
は
林

床
に
下
草
も
な
い
暗
い
林
で
す
。
林
内
に

洗
掘
さ
れ
た
よ
う
な
沢
／
溝
が
見
ら
れ
る

の
は
そ
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
。
人
工
林
は

間
伐
な
ど
の
手
入
れ
を
し
て
こ
そ
健
全
な

森
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
人
気
が

あ
る
の
も
間
伐
で
す
。
木
を
伐
る
醍
醐
味

が
味
わ
え
、
植
樹
や
草
刈
り
に
比
べ
れ
ば

都
会
人
に
と
っ
て
体
験
す
る
機
会
の
少
な

い
作
業
と
い
え
ま
す
。
間
伐
作
業
で
は
伐

倒
方
法
や
道
具
の
使
い
方
に
工
夫
や
熟
練

が
要
り
、
こ
う
し
た
経
験
の
積
み
重
ね
で

得
ら
れ
る
技
の
向
上
も
楽
し
み
や
励
み
に

な
り
ま
す(

因
み
に
活
動
参
加
者
の
平
均

年
齢
は
60
代
後
半)

。

間
伐
は
危
険
を
伴
う
作
業
で
も
あ
り
ま

す
。
参
加
す
る
場
数
が
増
え
、
機
械
類
の

使
用
が
増
え
る
に
つ
れ
危
険
の
度
合
い
も

増
し
て
い
き
ま
す
。
危
険
に
対
す
る
備
え

は
常
に
意
識
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。さ

て
間
伐
の
終
っ
た
林
は
そ
の
後
ど
う

な
っ
た
か
…
。
実
は
あ
ま
り
見
に
行
く
機

会
が
な
い
の
で
す
。
そ
の
う
ち
じ
っ
く
り

見
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平成２４年１１月５日 関 東 森 林 管 理 局 第 １０４号（６）

「

箱

根

で

森

林

ボ

ラ

ン
テ

ィ

ア

」

箱
根
K
I
K
O
R
I
の
会

麻
生

和
雄

姥子風倒被害地（2005年）

姥子風倒跡地（記念撮影）

芦ノ湖西岸の間伐の終了した林内



私が勤務する瀬尻森林事務所は、静岡県西部の天竜林
業中心地帯に位置し、約1,400㌶の国有林を管理していま

す。この瀬尻国有林は、天竜川の度重なる水害を憂慮し、

「河を治むる は、山を治むる に有り」として大規模な植林

事業に献身した金原明善翁が最初に植林を行ったゆかり

の地です。この植林事業は、後の天竜美林形成への原動

力となりました。

管内には、「天竜美林」の名声に恥じない良好な状態の

林分が多く見られ、また比較的林道網が充実していること

から、林業を行う環境には恵まれていると言えます。

今年度も多くの間伐等が実施又は予定されており、天

竜署管内でも有数の事業量を誇る 国有林となっていま

す。

また県の天然記念物に指定されたホソバシャクナゲ

群落や、優良な生育を示す林分として人工林施業の参

考にするため保護林に設定された展示林、全国各地か

らスギの種子や苗木を収集し産地別・品種別に展示した

見本林など、一般の方々に学習や憩いの場も提供してい

ます。

このような環境の中、国有林の巡視や林況調査、請負

事業体の監督や市民への対応等に当たっています。作

成しなければならない文書も様々あり事務量も意外に多

いのですが、できる限り国有林の現場へ出るように心がけ

ています。瀬尻は降水量が非常に多い地域であるため、ま

とまった雨量が観測された後には 、速やかに管内林道を

巡視して落石や路肩崩壊といった危険箇所を発見・対処

し、事業体や入山者がいつでも安全に通行できるよう努め

ています。

昨年4月に林野庁に採用され今年2月まで霞ヶ関で一日

中パソコンと向き合っていた生活から一転して、現在は周

囲を山とダムに囲まれた集落に暮らしながら 、地下足袋

姿で山へ出かける毎日です。

現場の最前線で右も左も分からない状態からスタートし

た私の森林官生活も、早いもので7ヶ月目となりました。

まだまだ半人前で頼りない森林官ではありますが、周囲

の方々に支えられて日々奮闘しています。30年以上にわ

たって瀬尻の森林を見てきた現場職員の方々と、山に関

する様々な話をしながら作業する時間はとても貴重なも

のです。先輩のように山と共に暮らしてきた人々の知見

や技術、森林に対する思いなどから多くを吸収し、先人か

ら引き継いだこの伝統ある国有林を少しでも良い状態に

して後世に伝えていけるよう、今後も全力で業務に取り組

んでいきたいと思います。

（７）平成２４年１１月５日 関 東 森 林 管 理 局 第 １０４号

天竜川

瀬尻国有林遠望

国有林探訪ツアーにて

瀬尻スギ展示林



東北最南端の秘境と呼ばれる 場所をご存じ

でしょうか。全長3㌔㍍の遊歩道を進んでいくと、

ひとつひとつ表情の違う大小様々な48もの滝

に出会うことができる 『滝川渓谷』です。滝川渓

谷は、茨城県と福島県の県境の矢祭町に位置し、

「ふくしまの遊歩道50選」に選ばれた渓谷です。

この渓谷では 、美しい滝だけでは なく、巨大

な奇岩や天然の老木が生い茂っていて、四季を

通じて自然美を感じることができます。渓流の

せせらぎ や鳥のさえずりと共に、桜やカタクリ

が咲き誇る春、新緑の萌える夏、黄色や赤に彩っ

ていく秋と、どの季節でも訪れる人々を魅了し

てくれます。

遊歩道の管理棟がある 第一駐車場から頂上

までは標高差約300㍍で、ゆっくり散策して約2

時間のコースです。途中には、滝川神社や美泉

水、炭焼き窯跡も見ることができ、苔生した岩

の間を流れ落

ち る 滝 等 の 絶 好 の

スポ ットには 、東 屋

や 展 望 台 も設 置 さ

れ 、自 然 の 中 で 食

事をしたり、写真撮

影 を 楽 し む こ と が

できます。

遊 歩 道 は きれ い

に 整 備 さ れ て い ま

す が 、途 中 足 場 の

悪 い 場 所 も あ り ま

す の で、トレ ッキ ン

グシューズで歩くことをオススメします。

冬期間（12月1日～3月31日）は、滑りやす

く危険なため閉鎖されていますが、四季折々

の自然を楽しむことができる 滝川渓谷に、

是非一度お出かけになってみてはいかがで

しょうか。

（棚倉森林管理署 東舘森林事務所 森林官 吉田 弥生）

平成２４年１１月５日 関 東 森 林 管 理 局 第１０４号（８）
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